
平
成
１８
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

【
問
】
平
成
１８
年
度
予
算
は
、
区
長

２
期
目
、
仕
上
げ
の
年
と
な
る
重
要

な
予
算
で
あ
る
。

　
変
革
期
こ
そ
長
期
的
な
視
点
か
ら

着
手
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

　
平
成
１８
年
度
予
算
に
は
、
そ
う
い

っ
た
視
点
か
ら
取
り
組
ん
だ
施
策
等

は
な
い
か
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
ど
の
よ
う
な
点

を
重
視
し
、
配
慮
し
た
の
か
区
長
の

所
感
を
伺
う
。

【
答
】
人
口
減
少
社
会
と
い
う
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
環
境
の
変
化
を
迎

え
、
よ
り
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
準

備
を
始
め
る
べ
く
、
「
子
育
て
支
援

策
」
や
「
健
康
増
進
施
策
」
を
中
心

に
７
つ
の
重
点
項
目
に
力
点
を
置
い

て
編
成
を
し
た
。

　
ま
た
、
中
長
期
的
な
展
望
の
も
と
、

「
市
場
化
テ
ス
ト
推
進
」
の
準
備
経

費
の
計
上
、
「
団
塊
世
代
の
地
域
回

帰
推
進
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
さ
ら
に
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
立

体
交
差
化
事
業
資
金
の
一
部
６０
億
円

を
準
備
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）

　
　
　
　
　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
区
は
、
法
令
遵
守
の
姿
勢
を

明
確
に
し
、
区
政
の
公
正
性
、
透
明

性
を
向
上
さ
せ
区
民
か
ら
の
信
頼
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
提
案
・

要
望
等
の
記
録
と
公
表
制
度
」
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
入
札
契
約

手
続
き
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待

で
き
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て

入
札
契
約
手
続
き
へ
の
公
職
者
か
ら

の
不
正
、
不
当
な
要
求
や
働
き
か
け

を
抑
制
す
る
効
果
や
入
札
契
約
手
続

き
の
公
正
、
公
平
度
が
更
に
高
ま
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

　
　
　
　
　
足
立
」の
実
現
に
つ
い
て

【
問
】
保
育
所
の
充
実
は
待
機
児
解

消
が
全
て
で
は
な
い
。
一
時
保
育
や

病
後
児
保
育
な
ど
の
充
実
が
あ
っ
て

こ
そ
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
足
立
」
が
実
現
す
る
。

　
現
在
、
一
時
保
育
や
病
後
児
保
育

は
あ
や
せ
保
育
園
１
園
し
か
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。
他
の
地
域
に
も
当
然

整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

【
答
】
綾
瀬
地
域
以
外
で
の
一
時
保

育
や
病
後
児
保
育
の
整
備
は
不
可
欠

で
あ
る
。

　
現
在
、
西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
拠
点
地

区
に
お
け
る
認
可
保
育
園
誘
致
の
中

で
平
成
１９
年
度
中
の
開
設
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
平
成
１８
年
度
か
ら
公
立
保

育
園
で
地
域
協
働
型
保
育
の
モ
デ
ル

事
業
を
展
開
す
る
計
画
で
、
一
時
保

育
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

六
町
と
北
加
平
町
を
結
ぶ
人
道
橋
の

整
備
に
つ
い
て

【
問
】
六
町
駅
の
東
側
に
は
綾
瀬
川

を
挟
ん
で
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
境

田
排
水
場
が
あ
り
、
北
加
平
側
に
は

緑
地
帯
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停

留
所
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

そ
こ
に
人
道
橋
を
整
備
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
整
備
に
必
要
な
費
用
は
ど

の
く
ら
い
か
。
補
助
金
な
ど
の
財
政

的
支
援
も
含
め
て
伺
う
。

【
答
】
物
理
的
に
人
道
橋
を
整
備
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

　
整
備
に
要
す
る
費
用
は
、
約
３
億

円
程
度
が
想
定
さ
れ
、
補
助
金
等
の

特
定
財
源
の
確
保
は
難
し
い
が
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
等
の
適
用
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
く
。

学
力
調
査
結
果
の
分
析
に
つ
い
て

【
問
】こ
れ
ま
で
の
学
力
調
査
結
果
の

デ
ー
タ
は
、様
々
な
形
で
活
用
し
授
業

改
善
等
に
役
立
て
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　
今
後
、
新
た
な
学
力
対
策
を
打
ち

立
て
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ら
の
学
力

調
査
結
果
の
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
客
観

的
に
、
大
局
的
に
分
析
し
、
具
体
的

な
対
策
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
デ
ー
タ
分
析
と
支
援
対
策
の

構
築
は
、
「
学
校
支
援
委
員
会
」
に

お
い
て
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
と

の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
児
童
・
生
徒
、
学
校
、
行
政
等
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
明
確
に
把
握
し
、

必
要
と
す
る
新
た
な
学
力
対
策
や
学

校
支
援
を
積
極
的
に
か
つ
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

【
問
】
現
在
、
町
会
・
自
治
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
、
登
下
校
時
の

パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
方
の
見
守
り
や
声
か
け
な
ど

の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。
安
全
対
策

の
一
環
と
し
て
、
防
災
無
線
を
活
用

し
た
下
校
時
の
安
全
放
送
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

【
答
】
防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
の
緊
急
を
要
す
る

も
の
や
、
選
挙
等
で
全
区
民
へ
の
周

知
が
必
要
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る

が
、
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

下
校
時
の
安
全
放
送
に
つ
い
て
関
係

所
管
と
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

国
語
力
の
向
上
に
つ
い
て

【
問
】
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
で
直
接
文

字
を
書
く
機
会
が
減
り
、
国
語
力
の

低
下
が
見
ら
れ
、
漢
字
を
書
き
取
る

能
力
は
深
刻
な
状
態
に
あ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
日
本
本
来
の
文
化
や
伝

統
と
し
て
の
国
語
力
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
と
危
惧
す
る
。

　
学
校
教
育
の
場
で
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

【
答
】
各
学
校
で
は
、
漢
字
検
定
に

取
り
組
ん
だ
り
、
小
テ
ス
ト
等
を
計

画
的
に
実
施
し
、
書
き
取
り
能
力
向

上
や
朝
読
書
活
動
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
「
足
立
の
問
題
集
・
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
」
を
全
て
の
児
童
に
配

布
し
、
平
成
１７
年
度
か
ら
は
教
員
の

授
業
力
の
向
上
も
図
っ
て
い
る
。

 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

【
問
】
介
護
保
険
は
高
齢
者
を
支
え

る
大
き
な
柱
と
し
て
定
着
し
て
き
た

が
、
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
配
慮
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
介
護
保

険
料
の
改
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

区
民
へ
周
知
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
答
】
新
第
１
段
階
か
ら
新
第
３
段

階
ま
で
は
、
介
護
保
険
料
を
軽
減
す

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
税
制
改
正
に
伴
い
負
担
が

増
加
す
る
方
に
は
、
さ
ら
に
激
変
緩

和
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
区
民
へ
の
周
知
は
、
65
歳
以
上
の

方
全
員
に
郵
送
す
る
４
月
の
保
険
料

通
知
書
に
案
内
を
同
封
す
る
ほ
か
、

４
月
の
広
報
で
特
集
ペ
ー
ジ
を
組
み

周
知
を
図
る
。

退
職
を
迎
え
る
世
代
の

就
労
相
談
に
つ
い
て

【
問
】
今
後
は
大
量
の
退
職
者
が
見

込
ま
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
協
働
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
る
団
塊
の
世
代
に
対

す
る
就
労
相
談
や
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
知
識
を
活
か
し
て
、
若
年
者
に

対
す
る
相
談
業
務
等
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
退
職
を
迎
え
る
方
に
対
す
る

就
労
相
談
は
、
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー

８
階
「
足
立
区
就
労
相
談
室
」
で
行

う
。
専
門
知
識
を
有
す
る
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
個
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
起

業
・
就
業
の
案
内
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
紹
介
、
さ
ら
に
は
隣
接

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
へ
の
紹
介

等
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

介
護
保
険
法
の
改
定
に
伴
う
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

【
問
】
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
の
徴
収
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
給
食
費
が
徴
収
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
負
担
で
き
な
い
利

用
者
や
施
設
管
理
者
に
対
し
て
、
区

は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

【
答
】
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
導
入
で
利
用

者
が
支
払
え
な
く
な
る
と
施
設
側
が

そ
の
負
担
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

施
設
経
営
を
圧
迫
す
る
。
国
の
介
護

報
酬
体
系
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
施
設
の
健

全
経
営
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
給
食
費
の
軽
減
策

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
は
適
切

で
は
な
く
、
第
３
期
の
保
険
給
付
額

の
推
移
を
勘
案
し
検
討
し
て
い
く
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う

　
給
食
費
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

【
問
】
給
食
費
が
払
え
な
い
た
め
通

所
で
き
な
い
と
す
れ
ば
大
変
な
問
題

で
あ
る
。
激
変
緩
和
の
た
め
に
最
低

３
年
間
位
は
区
と
し
て
し
っ
か
り
支

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

伴
う
給
食
費
の
利
用
者
負
担
に
つ
い

て
は
、
生
活
保
護
及
び
住
民
税
非
課

代
表
・
一
般
質
問

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
１１
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
当
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。


